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後
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本
号
は
、
昨
年
度
か
ら
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所

が
力
を
入
れ
て
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
保
護
す
る

責
任
」
を
特
集
に
組
み
、
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る
研

究
者
の
諸
論
文
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
社
会
倫

理
研
究
所
主
催
の
懇
話
会
で
話
題
提
供
を
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
を
基
礎
に
、
更
に
考
察
を
深
め
ら
れ
た
成
果

が
こ
の
た
び
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
ず
、
安
全
保
障
の
領
域

で
多
く
の
業
績
を
上
げ
て
お
ら
れ
る
吉
川
元
氏
（
上
智

大
学
教
授
）
は
、「
人
間
の
安
全
」
の
問
題
を
斬
新
な

視
点
か
ら
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
千
知
岩
正
継
論
文
は
、

「
保
護
す
る
責
任
」
を
考
え
る
上
で
の
見
取
り
図
的
な

導
入
を
的
確
に
与
え
て
い
る
。
池
田
丈
佑
論
文
、
上
野

友
也
論
文
、
眞
嶋
俊
造
論
文
の
三
点
は
、
査
読
を
経
た

論
文
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
問
題
提
起
を
含
み
、

多
く
を
考
え
さ
せ
る
論
文
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
社
会

倫
理
研
究
所
に
て
研
究
員
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
尽
力
し

て
き
た
中
野
涼
子
氏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
助
教

授
）
は
、
日
本
・
中
国
と
の
関
連
で
「
保
護
す
る
責
任
」

が
抱
え
る
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
ま
た
、
第
一
研

究
所
員
と
し
て
「
保
護
す
る
責
任
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
か
か
わ
っ
て
き
て
お
り
、
現
在
は
非
常
勤
研
究
員
で

あ
る
山
田
秀
氏
（
熊
本
大
学
教
授
）
は
自
然
法
と
の
関

連
で
、「
保
護
す
る
責
任
」を
考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

序
論
を
執
筆
さ
れ
た
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
の
山
田
哲

也
氏
（
椙
山
女
学
院
大
学
准
教
授
）
は
、
特
集
を
組
む

に
当
た
り
、
全
体
的
な
観
点
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
惜
し

ま
れ
ず
、
又
、
全
論
文
に
目
を
通
さ
れ
た
上
で
、
本
論

題
に
か
ん
す
る
問
題
の
所
在
を
論
じ
て
い
た
だ
い
た
。

記
し
て
感
謝
し
た
い
。

　

論
説
と
し
て
は
、査
読
論
文
と
し
て
山
口
宏
氏
の「
ド

イ
ツ
福
祉
国
家
思
想
の
源
流
と
現
代
性
」
を
お
届
け
す

る
。
じ
つ
に
手
堅
い
良
質
の
寄
稿
論
文
を
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
上
村
祟
論
文
に
お
い
て
は
、
高
等
学
校

の
現
場
を
重
視
し
な
が
ら
、
教
育
と
倫
理
の
関
係
性
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　

講
演
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
猪
木
武
徳
氏
（
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）
の
「
経
済
学
に
お
け
る
厚
生

概
念
と
人
間
の
幸
福
」
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
科

学
的
厳
密
性
を
重
ん
じ
る
経
済
「
学
」
に
お
い
て
、「
厚

生
」
概
念
が
本
来
そ
れ
に
定
位
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
「
人
間
の
幸
福
」
へ
の
回
帰
が
み
ら
れ
る
事
情

を
明
瞭
に
論
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

社
会
倫
理
の
基
礎
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・

メ
ス
ナ
ー
の
「
階
級
闘
争
か
、そ
れ
と
も
労
使
協
調
か
」

を
掲
載
す
る
。

　

書
評
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
従
来
と
は
異
な
る
方
法
を
採

用
し
て
み
た
。
字
数
に
よ
っ
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
三
種
類

に
分
け
、
少
し
で
も
多
く
の
書
物
の
紹
介
が
で
き
る
よ

う
今
回
か
ら
採
っ
た
試
み
で
あ
る
。

　

今
回
『
社
会
と
倫
理
』
第
二
十
二
号
を
刊
行
す
る
に

当
た
り
、
多
く
の
ベ
テ
ラ
ン
、
中
堅
、
新
進
気
鋭
の
研

究
者
の
ご
協
力
を
得
て
編
集
作
業
を
実
施
で
き
た
こ
と

を
、
感
謝
の
念
を
も
っ
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
特
に
、

編
集
全
般
に
お
い
て
、
中
野
涼
子
氏
の
多
大
な
協
力
を

得
た
こ
と
を
、
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

奥
田
太
郎
、
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル


